
農林畜産業の担い手の育成と
耕作放棄地の解消

産業振興部 農林振興課

テーマ D

令和４年８月２７日 あさご未来会議
令和４年９月 ７日 あさご未来会議オンライン



① 農業の担い手と農業経営体の育成・強化

② 耕作放棄地の発生抑制・整理と活用

③ 付加価値を高める農畜産業の経営支援

朝来市第３次総合計画

「時代にあわせた農畜産業振興」



朝来市の「農業」の現状と課題
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耕作されない農地が増えると地域はどうなる？

雑草が繁茂し病害虫発生

鳥獣被害が増加

農業意欲の減退

担い手の減少

農村環境が悪化

農村が崩壊

地域を支える担い手の確保が必要



親方農家
35名

朝来市住みたい田舎移住定住促進プロジェクト

◆目指すべき将来像
移住・定住を促進し、そ

こに働く人が増え、住み続
け、農村環境が維持できる
まちづくり

◆現状
・耕作放棄地、空き家の増加
・後継者不足、担い手不足
・岩津ねぎ生産者の減少

◆実施する事業（打開策）
岩津ねぎ等の特産品の栽培

を希望する移住、定住者を募
り空き家と農地の有効活用

地域の悩み

相談

就農指導委託料

新規就農者補助金

登録

連携

相談

マンツーマン
の営農指導

最大３年間
４５歳以下 １５万円／月
４６歳以上 １０万円／月

朝来市に移り住んで

農業をしたい。

・移住者の総合受入窓口
・農業指導者の紹介
・起業、就業紹介

受入農家
(大規模農家)

岩津ねぎ
黒大豆
ピーマン

生産拡大

耕作放棄地解消

担い手不足解消

担い手がおらず、耕作放棄地

が増えているなぁ。

だれか農業をしてくれる人は

いないかなぁ。

目標：R5年で50人

現状：R4年で27人

生
産
拡
大

環
境
維
持

移住定住
雇
用



◆担い手の確保に向けた取組内容

①就農フェア（マイナビ）

・平成29年より開始

・100人／回の集客

7

６年間で20回の参加実績



◆担い手の推移

31 31 31

33
34

35

0 0
1

6

10

13

4

12

17
18

24
27

21 21
22

23

23

23

0

5

10

15

20

25

30

35

40

H29 H30 H31 R02 R03 R04

担い手の推移（平成２９年以降）

認定農業者 認定新規就農者 研修生 集落営農組織



担い手の確保と育成

認定農業者、法人、集落営農等 新規就農者の確保・育成



自然を守り活かす林業の振興

朝来市の

森林面積

森林

33,800ha

（84%）

平地
6,500ha

（16%）

総面積
40,300

ha



ありたいまちの姿～

人と自然が共生しながら地域で循環する産業を確立する

自然を守り活かす林業の振興

未来の世代にふるさとの美しい自然・森林景観を継承するとと
もに、森林が有する多面的な機能の向上を図る山づくり
と森林資源を安定的かつ効率的に供給できる生産体制の構築を
推進します。

方向性～



自然を守り活かす林業の振興

①森林がもつ多面的な機能の確保

②林業の担い手の多様化と育成・強化

③森林資源の有効活用の促進

林野庁HPより林野庁HPより



①森林がもつ多面的な機能の確保

■現状と課題

・木材生産量は低位

・保水能力、土砂流出抑制機能

の低下

・里山林の緩衝機能の低下

・虫害の景観形成・レクリエー

ション機能への影響
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兵庫県「林業統計書」より

「ひろしまの森づくりネット」HPより



■方針

・木材供給の仕組みづくり

・災害に強い森林整備

・里山林整備

・文化・観光・レクリエー
ション機能の維持

栃木県HPより

①森林がもつ多面的な機能の確保

兵庫県HPより



②林業の担い手の多様化と育成・強化

■現状と課題

・林業従事者は

減少傾向続く

・小中学生が森林・

林業を学ぶ機会は

限定的

林業従事者の推移（朝来市）

総務省「国勢調査」及び兵庫県「林業統計書」より
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■方針

・森林所有者の意欲向上

・事業体の安定的な

経営支援

・自伐型林業グループ等
の育成

・小中学生の学習機会の

提供

一般市民

森林ボランティア

アルバイト

副業

専業

現状 目指す方向性

参考文献：中嶋健造：「バイオマス材収入から始める副業型自伐林
業」，全国林業改良普及協会，2012.1.30

②林業の担い手の多様化と育成・強化

緑の少年団活動風景（国土緑化推
進機構HPより）



③森林資源の有効活用の促進

■現状と課題

・木材の品質低位

・林地残材の存在
（未利用材）

・木材の需要拡大が必要

北海道総合研究機構HPより



岡山県西粟倉村の村営温浴施設への薪ボイラー導入

木材コーディネーターを起用した公共施設整備事
例（香美町）

■方針

・適切な森林管理の推進

・地域産木材の利用拡大

（燃料、建築、etc）

・未利用材→利用

③森林資源の有効活用の促進



農業 林業
耕作放棄地の減少 手入れ不足の人工林の減少

認定農業者、法人、
集落営農等
＋

新規就農者
＋

兼業農家 etc.

林業事業体
＋

自伐型林家
＋

ボランティア、市民 etc.

多様な担い手の確保と育成

担い手による活躍



・多様な担い手の確保のために何をすべきか。

①認定農業者や新規就農者、林業事業体や自伐型林家など
農林業を主業とする人の確保と育成
②女性や若者を含む副業的な関わり方の創出

みなさんに考えていただきたいこと



ご清聴ありがとうございました。


